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子
供
達
に
誓
う

昭
和
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
昭

和
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
生
れ
た
子
供
が
今
年
の

入
学
児
童
で
あ
る
。

あ
の
頃
は
誤
つ
た
戦
争
が
終
末

に
近
ず
き
つ
つ
あ
つ
た
。

そ
の
時
戦
争
に
親
を
失
い
家
を

焼
か
れ
不
幸
を
背
負
つ
て
生
れ

て
き
た
子
供
達
。

そ
の
子
供
達
の
た
め
に
戦
災
校

は
全
部
復
旧
し
新
制
中
学
校
は

全
部
建
築
を
終
え
た
。

今
後
は

二
部
教
授
を
な
く
す
た
め
に
、

学
校
の
施
設
を
充
実
す
る
た
め

に

、
一
生
懸
命
や
る
こ
と
を
誓

い
ま
す

。



足 立 区 政 ニ ユ ー ス第26 号 ( 二)

本
年
初
の

足
立
区
議
会
定
例
会
開
会

昭
和
二
十
五
年
第
一
回
定
例
区

議
会
は
去
る
二
月
二
十
一
日
開

会
さ
れ
た
審
議
の
案
件
は
次
の

通
り
で
何
れ
も
原
案
通
り
可
決

と
な
つ
た

一
、寄
附
受
領
に
関
す
る
件

左
の
通
り
寄
附
の
申
し
出
が

あ
つ
た
の
で
こ
れ
を
受
領
す

る
こ
と
と
し
た

種

目
　
宅
地
　
二
一
一
坪

見
積
金
額
　
二
七
四

、三〇〇
円

寄

附

者
　
報
徳
社
代
表

中
野
智
嚴

二
、区
有
財
産
処
分
に
関
す
る

件現
に
使
用
中
の
土
木
課
倉
庫

は
建
設
後
長
年
月
を
経
て
、

腐
蝕
甚
だ
し
く
修
理
に
多
額

の
経
費
を
必
要
と
す
る
も
の

で
到
底
使
用
に
堪
え
な
い
の

で
こ
れ
を
売
却
す
る
こ
と
と

し
た

処
分
す
る
財
産

土
地
…
宅
地
二
三
三
坪

建
物
…
木
造
、
瓦
葺
、
平

屋
建
七
九
坪
二
合
五
勺

財
産
の
処
在
地

梅
島
町
一
九
五
九
番
地

処
分
価
格
…
本
区
内
の
東
京

地
方
裁
判
所
々
属
土
地
家

屋
鑑
定
委
員
の
評
価
格
を

最
低
処
分
額
と
す
る

三
、
昭
和
二
十
四
年
度
東
京
都

足
立
区
歳
入
歳
出
追
加
更
正

予
算
主
と
し
て
都
の
交
付
金

及
び
補
助
金
に
よ
る
追
加
更

正
予
算
額
三
四
、
九
七
六
、

一
〇
九
円
を
慎
重
審
議
の
結

果
可
決
し
た

納
税
ポ
ス
タ
ー

足
立
区
新
制

中
学
受
賞
者
は
三
名

昨
年
十
二
月
納
税
奨
励
運
動

の
一
環
と
し
て
東
京
都
財
務
局

主
税
部
で
、
全
都
の
新
制
中
学

生
徒
か
ら
、
納
税
標
語
習
字
及

び
納
税
ポ
ス
タ
ー
の
募
集
を
行

つ
た
際
、
当
足
立
区
か
ら
も
、

習
字
七
四
点
、
ポ
ス
タ
ー
三
一

点
の
応
募
が
あ
つ
た

。
規
定
に

よ
り
区
長
が
厳
選
の
上

、
習
字

、
ポ
ス
タ
ー
各
五
点
を
送
付
し

た

。
こ
の
中

、
習
字
に
秀
作
一

点
佳
作
一
点
又
ポ
ス
タ
　
で
佳

作
一
点
の
入
賞
者
を
出
し

、
足

立
区
新
制
中
学
校
の
た
め
気
を

吐
い
た

入
賞
者
氏
名
は
左
の
通
り
で

あ
る
。

標

語
習
字
秀
作
賞

足
立
第
十
二
中
学
校
三
年
生

高
橋
幹
雄

同
　
佳
作
賞

足
立
第
十
四
中
学
校
〓
和
一
生

船
木
詮
子

ポ
ス
タ
ー
佳
作
賞

足
立
第
十
一
中
学
校
二
年
生

島
居
耕
嗣

入
賞
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
賞
状

及
び
賞
品
が
贈
ら
れ
た

主
婦
と
業
者
の
会

江
北
婦
人
連
合
会
で
主
催

去
る
二
月
十
九
日
午
後
一
時
、

江
北
小
学
校
で
、
消
費
者
側
と

し
て
第
十
三
出
張
所
長
、
森
江

北
婦
人
連
合
会
長
及
び
各
町
婦

人
会
長
、
会
員
六
十
名
、
業
者

側
と
し
て
食
糧
配
給
公
団
西
新

井
支
所
長
、
各
配
給
所
主
任
、

調
味
料
及
び
燃
料
業
者
各
代
表

が
集
ま
つ
て
、
配
給
機
構
の
説

明
及
び
配
給
物
資
を
如
何
に
円

滑
に
操
作
す
る
か
に
つ
き
、
十

三
出
張
所
長
司
会
の
下
に
、
二

時
間
に
亘
る
熱
心
な
討
議
を
行

つ
た〝

公
益
質
屋
〟
が

出
来
ま
し
た

今
般
、
東
京
都
で
は
、
一
般
都

民
の
た
め
、
次
の
通
り
公
益
質

屋
を
設
立
し
二
月
二
十
日
か
ら

業
務
を
開
始
い
た
し
ま
し
た

東
京
都
千
住
公
益
質
屋

足
立
区
千
住
寿
町
三
四

一
、
営
業
時
間

午
前
九
時

午
後
六
時

二
、
休

日
　
日
曜
、
祭
日

生
活
扶
助
費
用
の
改
訂

生
活
困
窮
者
に
福
音

本
年
一
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ

た
、
配
給
主
食
の
価
格
改
訂
及

び
、
年
令
計
算
方
法
の
改
正
に

伴
つ
て
、
生
活
保
護
法
に
よ
る

生
活
扶
助
の
た
め
、
支
出
す
る

費
用
の
程
度
等
を
、
次
の
通
り

改
訂
実
施
す
る
こ
と
と
な
つ
た

一
、
主
食
費
の
取
扱
い
は
、

従
来
の
最
低
生
活
費
認
定
基
準

表
に
示
さ
れ
た
主
食
費
に
、
そ

の
値
上
り
に
伴
う
増
加
額
を
、

そ
れ
ぞ
れ
年
令
毎
に
、
加
算
す
る

二
、

年
令
区
分
は
満
年
計
　

方
法
に
よ
る

三
、
年
令
の
移
動
に
伴
う
基

準
額
の
切
替
え
に
つ
い
て
は
、

主
食
配
給
の
方
法
と
同
じ
く
、

移
動
し
た
月
の
、
そ
の
日
以
後

の
年
令
移
動
に
伴
う
増
加
額
を

、
日
割
計
算
の
方
法
に
よ
り
算

出
し
翌
月
分
の
扶
助
金
支
給
の

際
、
そ
れ
に
加
算
し
て
支
給
す
る

四
、

満
令
の
切
替
え
に
よ
つ

て
扶
助
額
が
従
来
の
、
金
額
よ

り
も
、
減
少
す
る
者
は
、
次
年

令
に
達
す
る
前
の
日
ま
で
従
来

の
額
を
支
給
す
る

本
件
の
実
施
は
昭
和
二

十
五
年
一
月
一
日
か
ら
と
す
る

区 議会日誌
二月十日常 任 委 員 長

教 育委 員会
合 同 会 議

客 年 末 か ら 実 地 調 査 及 び 審 議 中 で
あ つ た 本 区 臨 海 施 設 に つ い て 慎
重 審 議 を 行 い た る と ころ 千 葉 県 君
津 郡 上 総 湊 海 岸 所 在 の 候 補 施 設 に
決 定 した
な お 同 日 午 後 行 わ れ た 教 育 委 員 会
は 次 の案 件 に つ い て 審 議 した
1. 昭 和 二 十 四 年 度 教 育 費 予 算 追 加

計 上 につ い て
2 小 学 校 戦 災 復 旧 費 追 加 割 当 に つ

い て
3. 図 書 館 設 置 に つ い て
4. 請 願 書 に つ い て

二 月 十 一 日 土 木 委 員 会
次 の 案 件 に つ い て 審 議 し た
1. 各 種 請 願 に つ い て
2. 児 童 園 の 位 置 変 更 につ い て
3. 西 新 井 橋 補 修 計 画 経 過 報 告 に つ

い て
4. 露 店 整 理 経 過 に つ い て

二 月 十 三 日 厚 生 委 員 会
次 の 案 件 に つ い て 審 議 し た

1. 所 管 事 項 報 告 に つ い て
2. 母 子 寮 設 置計 画 につ い て
3. 公 益 質 屋 設 置 に つ い て

二 月十 八 日 経 済 委 員 会
次 の 案 件 に つ い て 審 議 した
1. 所 管 事 項 報 告 に つ い て
2. 競 輪 場 設 置 に つ い て

二 月 二 十 日 厚 生 委 員陳 情
公 益 質 屋 設 置 に つ い て 都 へ 意 見 書
を 提 出 す る と 共 に これ につ い て 善
処 せ られ る 様 陳 情 を 行 つ た
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昭
和
二
十
四
年
度

迫
加
更
正
予
算
き
ま
る

定
例
区
議
会
で
可
決

今
回
の
追
加
更
正
予
算
額
に

三
四
、
九
七
六
、
一
〇
九
円
で

既
定
予
算
額
一
七
三
、
二
一
一

、
五
五
八
円
と
合
計
す
れ
ば
昭

和
二
十
四
年
度
予
算
総
額
は
二

〇
八
、
一
八
七
、
六
六
七
円
と

な
る

今
回
の
追
加
更
正
予
算
は
前
回

ま
で
の
予
算
成
立
後
必
要
を
生

じ
た
経
費
の
う
ち
財
源
の
見
通

し
が
確
定
的
な
経
費
を
追
加
計

上
し
た
も
の
で
歳
入
の
大
部
分

が
都
か
ら
の
交
付
金
補
助
金
で

あ
る
そ
の
歳
出
面
に
お
け
る
主

な
る
経
費
と
し
て
は

区
役
所
関
係

職
員
人
件
費
一
般
事
務
費

共
済
組
合
に
対
す
る
補
助

金
等

教
育
関
係

小
、
中
学
校
勤
務
傭
員
の

人
件
費
追
加
所
要
額
と
教

材
充
実
消
火
器
材
購
入
に

要
す
る
経
費

六
三
制
整
備
に
よ
る
四
一

教
室
新
増
築
経
費

災
害
に
よ
る
破
損
校
舎
の

復
旧
経
費

体
育
振
興
費
給
食
事
業
費

等
民
生
事
業
関
係

常
東
民
生
事
務
所
新
築
経

費
区
営
共
同
作
業
所
民
生

館
等
の
運
営
に
要
す
る
経

費
等

そ
の
他

物
資
登
録
事
務
費
農
地
委

員
会
費
貯
蓄
奨
励
経
費
等

で
あ
る

以
上
の
経
費
を
賄
う
財
源
の

主
な
る
も
の
は

自
転
車
税
犬
税
等
の
区
独
立

税
の
自
然
増
収
と
教
育

民
生
経
済
等
の
各
事
業
及

び
人
件
費
等
の
都
か
ら
の

交
付
金
補
助
金
と
雑
収
入

等
で
あ
る

昭和24年度東京都足立区歳入歳出追加更正予算

内 訳

足
立
区
連
合
婦
人
協
議
会
誕
生

都
内
随
一
の
婦
人
会
更
に
充
実

昨
年
来
区
内
婦
人
団
体
の
結
成

は
め
ざ
ま
し
く
、
現
在
既
に
六

十
七
団
体
の
結
成
完
了
、
本
会

員
数
実
に
二
万
三
千
を
か
ぞ
え

、
都
内
随
一
の
婦
人
団
体
と
し

て
、
他
区
の
範
と
な
つ
て
い
る

更
に
今
回
各
単
位
団
体
相
互
の

連
絡
を
密
に
す
る
た
め
、
昨
年

来
懸
案
で
あ
つ
た
足
立
区
連
合

婦
人
協
議
会
が
慎
重
審
議
の
結

果
、
よ
う
や
く
結
成
さ
れ
、
近

々
発
会
式
を
挙
行
す
る
運
び
に

至
つ
た
こ
と
は
、
本
区
文
化
団

体
の
推
進
力
と
な
り
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
わ
た
り
婦
人
の
力
を

発
揮
し
、
再
建
日
本
の
た
め
、

貢
献
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る

役
員
氏
名

会
長
　
　
永
田
梅
治

第
十
出
張
所

副
会
長
　
石
橋
フ
サ第

六
出
張
所

〃
　
大
道
〓
代
　
第
六
　
〃

〃
　
佐
藤
コ
マ
　
第
九
　
〃
　

〃
　
遠
藤
ま
つ
よ
第
二
　
〃

農

家

の
皆
さ
ん

有
難
う

産
米
供
出
見
事
に
完
納

都
下
産
米
供
出
割
当
の
約
四
割

を
占
め
る
本
区
に
昨
年
の
キ
テ

イ
台
風
等
の
災
害
に
も
か
か
わ

ら
ず
農
民
各
位
の
現
今
食
糧
事

情
に
対
す
る
深
い
理
解
と
農
民

に
課
せ
ら
れ
た
責
任
観
の
発
露

か
ら
二
月
二
十
日
三
二
、
五
四

九
俵
を
見
事
完
納
し
た

新
入
学
児
童
の
身
体
検
査

体
位
智
能
は
一
般
に
向
上

今
年
四
月
五
日
、小
学
校
に
入

学
す
る
児
童
の
身
体
検
査
が
、

二
月
十
九
日
か
ら
、
区
内
各
小

学
校
で
開
始
さ
れ
た
身
体
検
査

場
で
は
、
初
め
て
小
学
生
の
子

供
を
持
つ
た
若
い
母
親
の
派
手

な
シ
ヨ
ー
ル
を
裸
の
小
さ
い
肩

に
か
け
て
、
風
邪
を
引
か
ぬ
よ

う
に
と
の
、
親
心
に
く
る
ま
つ

て
い
る
子
や
、
智
能
検
査
の
林

檎
の
前
で
、
一
々
附
添
い
の
お

母
さ
ん
に
、相
槌
を
打
た
せ
て

い
る
子
等
々
…
…
…
随
所
に
微

笑
ま
し
い
光
景
が
繰
り
展
げ
ら

れ
る

本
年
度
入
学
児
童
の
身
体
検
査

に
つ
い
て
前
田
教
諭
(
千
寿
第

四
小
学
校
教
員
)
に
感
想
を
聞

い
て
み
る
。

先
ず
第
一
に
目
立
つ
こ
と
は

昨
年
度
に
比
較
し
て
、
服
装
が

き
ち
ん
と
し
て
き
た
、
そ
れ
に

児
童
に
体
位
、
特
に
疾
病
障
碍

の
著
し
い
減
少
、
そ
の
他
栄
養

、
衛
生
面
の
一
般
的
な
向
上
は

、
国
民
生
活
が
、
敗
戦
直
後
か

ら
余
裕
の
出
て
き
た
こ
と
を
示

す
も
の
に
外
な
ら
な
い
と
思
う

又
児
童
の
意
思
表
示
の
表
現
方

法
が
、
戦
前
と
は
違
つ
て
、
は

き
は
き
し
て
き
た
こ
と
は
、
社

会
の
風
潮
を
敏
感
に
感
受
す
る

子
供
で
あ
る
だ
け
に
我
々
教
員

も
父
兄
も
、
こ
の
点
に
、
教
育

上
の
大
き
な
関
心
を
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
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出 張 所 め ぐ り

第 四 出 張 所
千
住
三
丁
目
、

氷
川
神
社
の
境

内
に
、
青
ペ
ン

キ
に
塗
ら
れ
た

第
四
出
張
所
が

あ
る
、
区
役
所

、
警
察
署
、
北

千
住
駅
、
消
防

署
の
官
公
庁
、

更
に
北
千
住
駅

前
通
り
美
観
商

店
街
(
東
京
都

指
定
)
千
住
四

丁
目
マ
ー
ケ
ツ

ト
、
又
都
電
北

千
住
―
水
天
宮

間
の
終
点
、
及

び
千
住
東
宝
、

千
住
新
橋
館
、

の
映
画
上
映
館

を
そ
の
所
轄
区

域
に
も
つ
て
い

る
こ
の
出
張
所

は
、
文
字
通
り

総
て
を
区
役
所

と
比
較
さ
れ
易
い
点
で
、
区
役

所
の
第
一
線
的
存
在
で
あ
る
、

管
内
に
お
け
る
民
主
団
体
の
諸

運
動
も
、
地
域
的
狭
小
さ
に
か

か
わ
ら
ぬ
数
の
多
さ
も
、
交
通

の
便
に
よ
る
連
絡
の
迅
速
に
援

け
ら
れ
て
、
他
の
地
域
に
は
見

ら
れ
ぬ
、
多
角
的
特
殊
性
を
も

つ
て
い
る
、
こ
れ
ら
の
点
を
、

充
分
考
慮
し
て
、
出
張
所
運
営

方
針
を
立
て
て
い
る
と
い
う
根

本
所
長
は
、
そ
の
抱
負
に
つ
い

て
次
の
如
く
語
つ
た
、
此
処
に

住
む
人
達
は
、
都
会
的
刺
戟
を

直
接
に
受
け
て
い
る
だ
け
あ
つ

て
、
出
張
所
の
一
挙
一
動
に
、

実
に
敏
感
な
反
応
を
示
し
ま
す

、
良
い
例
と
し
て
、
此
処
の
出

張
所
は
、
御
覧
の
通
り
非
常
に

狭
い
、
人
口
が
多
い
し
、
家
屋

が
密
集
し
て
い
る
関
係
で
、
配

給
物
の
検
印
の
時
な
ど
、
一
時

に
ど
つ
と
受
け
に
く
る
と
、
忽

ち
屋
外
に
は
み
だ
し
て
し
ま
う

状
態
で
、
晴
天
の
時
は
ま
だ
し

も
雨
天
の
際
な
ど
は
、
そ
れ
こ

そ
検
印
を
し
て
い
る
こ
つ
ち
の

方
が
、
お
気
の
毒
に
な
つ
て
、

少
し
で
も
雨
の
中
に
立
つ
て
順

番
を
待
つ
て
い
る
時
間
を
少
く

す
る
よ
う
、
迅
速
に
事
務
を
処

理
す
る
こ
と
に
努
め
て
ま
す
が

、
人
間
の
能
力
に
は
、
自
か
ら

な
る
限
界
が
あ
り
、
ど
う
し
て

も
、
区
民
の
方
に
御
迷
惑
を
か

け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
、
こ

の
こ
と
を
一
寸
、
婦
人
会
の
役

員
の
方
に
洩
ら
す
と
、
す
ぐ
に

そ
れ
で
は
と
い
う
話
が
お
き
て

、
今
出
張
所
の
地
内
に
、
庁
舎

続
き
に
、
屋
根
附
き
の
廊
下
形

式
な
張
出
し
を
作
る
こ
と
を
婦

人
会
と
、
出
張
所
の
間
で
計
画

し
て
い
る
、
そ
れ
だ
け
敏
感
で

あ
る
だ
け
に
、
凡
て
を
区
役
所

に
例
を
と
つ
て
出
張
所
を
批
判

す
る
声
も
す
る
ど
く
、
私
達
も

で
き
る
限
り
、
地
元
の
各
団
体

の
会
合
に
は
、
出
席
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
批
判
か
ら
で
る
、

我
が
町
を
、
我
が
町
の
中
心
で

あ
る
出
張
所
を
愛
す
る
心
に
鞭

打
た
れ
て
、
職
員
と
共
に
足
ら

ざ
る
所
を
お
互
い
に
反
省
し
合

つ
て
い
る
、
批
判
さ
れ
る
こ
と

は
、
と
り
も
直
さ
ず
飛
躍
の
素

因
を
作
つ
て
く
れ
る
の
だ
か
ら

地
元
の
有
志
に
も
、
そ
の
他
各

団
体
の
人
々
に
も
、
こ
の
こ
と

を
言
つ
て
悪
い
所
を
、
指
摘
し

て
く
れ
る
よ
う
に
、
話
し
て
い

ま
す
、
出
張
所
の
方
で
、
親
切

、
丁
寧
と
い
つ
て
も
、
そ
れ
は

一
方
的
な
独
善
に
陥
り
や
す
い

こ
と
も
あ
る
、
「
批
判
か
ら
生

れ
た
反
省
の
累
積
の
結
果
」
が

第
四
出
張
所
の
モ
ツ
ト
ー
で
あ

り
運
営
方
針
な
の
で
も
あ
る

右
か
ら

岡
田

米
一

高
橋

文
治

瀧
澤

チ
エ

金
杉
ふ
み
子

根
本
煕

杉
原
天
留
子

川
村

廣

石
倉

禮
子

青
少
年
の
不
良
化

防
止
に

元

町

婦
人
会
最
高
裁
判
所

見

学

元
町
婦
人
会
は
予
て
か
ら
青
少

年
の
不
良
化
防
止
に
力
を
尽
し

て
い
る
が
こ
れ
が
一
層
研
究
の

為
二
月
十
四
日
地
元
の
民
生
委

員
小
守
衞
氏
の
案
内
で
会
員
一

行
八
十
名
は
最
高
裁
判
所
と
家

庭
裁
判
所
を
見
学
し
た

最
高
裁
判
所
の
大
き
な
建
物
内

部
を
見
学
の
後
、
大
法
廷
で
服

部
情
報
課
長
か
ら
一
時
間
半
に

亘
る
講
演
を
聴
き
、
次
い
で
家
庭

裁
判
所
で
は
、
堀
内
主
任
判

事
の
案
内
で
家
庭
裁
判
所
の
目

的
任
務
の
性
質
を
説
明
さ
れ
実

地
見
学
の
後
講
堂
で
日
野
上
席

少
年
保
護
司
か
ら
「
青
少
年
補

導
の
実
際
」
家
庭
裁
判
所
長
か

ら
「
子
女
の
育
成
に
は
子
供
の
真

理
を
知
れ
」
又
堀
内
判
事
か

ら
「
家
庭
生
活
の
青
少
年
に
及
ぼ

す
影
響
に
つ
い
て
」
等
実
例

を
挙
げ
て
の
講
演
を
聴
き
夕
刻

裁
判
所
専
用
自
動
車
で
帰
路
に

つ
い
た

飲
用
牛
乳
の
統
制
撤
廃

昭
和
二
十
五
年
二
月
二
十
二
日

か
ら
飲
用
牛
乳
は
統
制
撒
廃
に
な

り
自
由
販
売
と
な
り
ま
す


